
第
六
章
営
業
成
績
の
復
旧

1256

終
戦
直
後
の
営
業
成
績

自
昭
和
二
十
一
一
年
至
昭
和
二
十
五
年
店
別
販
売
実
績
表

（
単
位
千
円
）

終
戦
直
後
か
ら
昭
和
二
十
二
年
一
月
ま
で
は
、
本
支
店
を
通
じ
戦
後
の
設
備
復
旧
に
努
力
を
集
中
し
て
お
り
、
販
売
業
務
そ
の
も
の

も
少
額
で
あ
っ
た
。
徴
す
べ
き
資
料
も
乏
し
い
。
こ
こ
に
は
昭
和
一
一
十
二
年
度
以
降
同
二
十
五
年
度
ま
で
の
店
別
販
売
実
績
を
掲
げ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
体
に
お
い
て
、
年
交
可
成
り
の
早
さ
で
成
績
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。
次
に
右
の
期
間
内
の
商
品

別
販
売
実
績
は
次
の
通
り
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
度
に
於
て
は
昭
和
一
一
十
二
年
度
の
五
倍
強
と
な
っ
て
い
る
。

神
田
支
店

東
京
支
店
一
一
・
天
、
○
八
一

本
社

畢
六
、
零
．
○
五

野
Ｉ
催
一
昭
和
一
一
十
や
一
年

一
三
、
○
○
九

二
四
、
○
八
二

二

′ぱ
､

八
一

六

工身
ノ､
、

ﾉﾉＬ

本
社
に
合
併

・
や
エ
ハ
、
苧
．
五
四

二
二
六
、
五
○
一

・
・
・
四
・
一
超
、
二
五
五

昭
和
二
十
一
・
一
年

昭
和
孝
一
‐
四
年

昭
和
二
十
五
年



１２５７

尚
、
昭
和
一
一
十
年
．
二
十
一
年
度
の
売
上
合
計
額
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
一
○
、
八
五
五
千
円
昭
和
二
十
一
年
五
七
、
六
四
七
千
円

合

計

九
|凡｜
、

:1Ei：
二

四
九
八
、
吾
一
四

七
六
・
一
一
、
・
番
一
八

金
沢
出
張
所

札
幌
支
店

二
五
、
一
○
七
五
五
、
四
・
一
○

七
現
、
八
九
・
一
．

仙
台
支
蔵
一

一
九
、
六
五
五
一

四
八
、
九
一
四

ｆ
Ｌ
◇
１
，
，
己
。
Ｌ
０
Ｕ
・

イ
弧
冒
ノ
郡
ｊ
０
Ｂ
１
該
一

長
崎
支
店

三
、
銘
万
四

．
．
、
四
典
四

や
七
、
五
九
四

福
司
支
店

一
望
、
四
六
一
四
・
一
、
六
四
九

五
九
、
○
○
○

姫
路
支
店

五
、
》
一
八
九

一
一
二
、
六
一
・
九

九
九
一
・
一
、
五
七
六

一
八
壱
・
一

塁
七
四

､7.【_
-1.･

・
八
五
八

凸
占

－Ｊ

＝：

○

七
急、

四
九
六

。
。
。
．
Ｕ
一

一
．
，
ロ
ノ

凸
凸

凸
全
凸

・
八
九
九

八
遮
一

屍
四
五

八
九
、
六
七
九

額
・
エ
ハ
、
五
》
○

ｌ
ｌ

神
戸
支
店
一
一
一
、
五
四
一
一
一
・
一
一
、
五
一
○

画
七
六
八

○
四
一

一
一
一
一
一
“
坐
ハ

四
目ミ

パ

京

都
支
唯

大
阪
支
店

名
古
屋
支
店

横
浜
支
店

国
。
Ｌ
」

キ
ザ
エ

、
↓
、
凸
“
し
」

ユ
ノ
．
．
’

現
八
、
銘
○
○

“
、
。
、
、

菅
．
ノ
ニ
ノ

一
（
〉
一
、
Ｉ
ｕ
と
、
、
君
Ｕ

》
幸
一
一
、
Ｉ
凹
凸
心
■
凸

・
プ
ノ
エ
〃
夕
．
『
ｆ
ジ
。
■
ロ
ゴ
Ｊ
〆
。
。

．E■

ノ、

|､．！

一
一
一
（
〉
一

、
四
蕊
○
七
化
、
四
○
・

○

‐冬

宅
一
、
○
九
一
六
、
八
八
○
囚
、
提
七
七
本
社
に
合
併



こ
の
う
ち
書
籍
の
内
訳
は

1258

（
単
位
千
円
）

自
昭
和
二
十
一
一
年
至
昭
和
二
十
五
年
商
品
別
販
売
実
績
表

（
単
位
千
円
）

次
に
決
算
に
よ
っ
て
営
業
成
績
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
当
社
の
決
算
期
は
、
既
述
の
通
り
、
そ
の
年
の
二
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一

日
ま
で
を
前
期
、
八
月
一
日
か
ら
翌
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
を
後
期
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
正
十
二
年
以
後
変
っ
て
い
な
か
っ
た
。

戦
後
、
最
初
の
半
期
決
算
は
、
昭
和
一
一
十
一
年
一
月
一
一
一
十
一
日
現
在
に
就
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
年
八
月
一
日
か
ら
翌

合
計

一
九
四
、
五
二
二

内
兆
八
、
錫
二
四

七
六
一
一
や
、
二
一
塁
ハ

九
九
二
、
五
七
六

洋
品

凸
』
一

、
‐
九
四
六

三
九
、
五
八
五

》
七
六
』

墨
九
室

二
四
九
一

幸
．
エ
ハ
一
一
一

文
具
・
事
務
機
械

●
六
四
一
、

ノ、

一七
一Ｌ厚

ノ、

六

八
で
一
ハ
ー
士
ハ

堪

五

諺
七
二
四
一
二
九
四
一
羽
、
〆
Ｉ
、
、
声
Ｊ

ｒ
ｎ
璃
国
．
タ
グ
１
吋
Ｉ

詳
籍

九
天
一
、
．
九
○
○

一
一
一
〈
〉
一
、
（
）
一
一
一
一
一

五

ー：
ざ二

○

四
四
九
一

七
二
．z■

ノ、

昭
和
二
‐
一
‐
二
年

昭
和
・
一
‐
一
‐
夷
年

昭
和
二
‐
平
四
年

昭
和
銘
十
五
年

古
書

三
・・：
、

ノノ1』

五
二

和
書

一
七
七
、
○
七
一

洋
書
／
徳
昭
和
二
十
寛
年

七
一
、
六
一
六

●
ぜ
、
六
一
四

■
▲
凸
由
一

四
六
一

、
翼
一
一
一
二
六
七
、
・
一
一
八
五

可
凸
■
■
守
“
一
画
■
一

．
琴
岬
ノ
ロ

．
・
四
、
七
二
七

昭
和
二
十
五
年

昭
和
二
Ｆ
四
年



（
単
位
円
）

資
本
・
負
債
之
部

株
金
五
、
○
○
○
、
○
○
○
・
○
○

積
立
金
一
、
六
二
○
、
○
○
○
・
○
○

別
途
職
立
金
一
、
五
八
五
、
○
○
○
・
○
○

退
職
慰
労
準
備
金
六
○
七
、
九
六
二
・
○
○

納
税
積
立
金
三
○
、
○
○
○
・
○
○

諸
税
引
当
金
七
四
、
六
七
八
・
五
二

預
り
金
一
一
一
、
一
四
一
、
三
○
八
・
九
七

仮
受
金
三
、
○
二
二
、
五
五
一
・
六
一

前
受
金
一
四
九
、
七
四
七
・
一
九

支
払
手
形
九
五
○
、
○
○
○
・
○
○

仕
入
勘
定
二
、
八
二
五
、
七
五
二
・
二
七

前
期
繰
越
金
六
三
三
、
六
二
二
・
八
七

当
期
利
益
金
三
○
四
、
五
四
九
・
五
二

合

計

一
九
、
九
四
五
、
一
七
二
・
九
五

1259

年
一
月
末
日
に
至
る
昭
和
二
十
年
後
半
期
決
算
で
あ
る
。

貸
借
対
照
表
（
昭
和
二
十
一
年
一
月
末
日
）

資
産
之
部

未
払
込
株
金
八
五
○
、
○
○
○
・
○
○

営
業
用
地
所
建
物
一
、
六
八
七
、
○
一
二
・
二
五

什
器
及
機
械
器
具
六
一
、
四
三
九
・
一
七

有
価
証
券
二
、
○
一
四
、
八
四
一
一
・
四
五

同
系
会
社
出
資
二
、
九
二
三
、
八
五
三
・
○
○

関
係
会
社
組
合
出
費
一
九
七
、
四
二
九
・
八
八

掛
売
勘
定
一
三
三
、
五
九
○
・
○
六

受
取
手
形
九
三
七
、
三
六
四
・
九
一

仮
払
金
一
、
七
三
四
、
四
八
三
・
五
○

立
換
金
七
三
二
、
四
一
五
・
九
三

前
払
金
二
六
八
、
二
七
九
・
八
四

商
品
半
製
品
及
原
材
料
三
、
一
○
七
、
八
八
九
・
九
八

銀
行
預
金
五
、
○
○
三
、
五
一
一
九
・
八
九

郵
便
振
替
貯
金
三
○
、
三
八
四
・
二
七

組
合
国
民
貯
金
一
八
、
二
九
三
・
九
一

納
税
準
備
預
金
一
、
○
二
一
一
・
五
一

現
金
二
四
一
一
一
、
三
四
一
・
四
○

合
計
一
九
、
九
四
五
、
一
七
二
・
九
五



損
益
計
算
書
（
宰
恥
麺
再
一
蓉
訓
卵
）

一
金
一
、
三
七
三
、
一
七
一
・
二
九
総
益
金

一
金
一
、
○
六
八
、
六
二
一
・
七
七
総
損
金

差
引

一
金
三
○
四
、
五
四
九
・
五
二
当
期
純
益
金

利
益
金
処
分

一
金
三
○
四
、
五
四
九
・
五
二

一
金
六
三
三
、
六
二
二
・
八
七

合
計

一
金
九
三
八
、
一
七
二
・
一
一
一
九

内

金
八
、
五
○
○

金
一
○
○
、
○
○
○

金
八
二
九
、
六
七
二
・
三
九

納
税
積
立
金

退
職
慰
労
準
備
金

次
期
繰
越
金

当
期
純
益
金

前
期
繰
越
金

1260

右
の
表
に
あ
る
、
同
系
会
社
出
資
一
一
、
九
二
一
一
一
、
八
五
三
円
は
、
丸
善
商
社
、
丸
善
貿
易
、
丸
善
洋
物
卸
店
、
丸
善
服
装
雑
貨
卸
店
、

丸
善
商
事
、
丸
善
出
版
へ
の
出
資
で
、
各
社
と
も
当
社
及
当
社
員
に
よ
る
全
額
出
資
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
社
の
経
営
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
額
は
、
昭
和
一
一
十
年
前
期
に
は
、
一
、
二
九
二
、
一
一
五
○
円
で
あ
っ
た
か
ら
、
約
一
一
・
五
倍
に
な
っ
て
い
る
。

関
係
会
社
組
合
出
資
と
い
う
の
は
、
東
京
文
具
共
益
会
、
書
籍
商
組
合
等
灸
へ
の
出
資
金
で
、
東
京
の
組
合
に
限
ら
ず
、
全
国
各
地

の
関
係
組
合
に
及
ん
で
い
た
。
ま
た
仕
入
勘
定
中
に
は
、
太
平
洋
戦
争
前
に
諸
外
国
か
ら
輸
入
し
た
書
籍
・
洋
品
代
金
の
未
払
分
が
含

ま
れ
て
い
た
。
そ
の
額
は
、
一
、
六
六
五
、
○
七
○
円
九
九
銭
で
あ
っ
た
。

こ
の
期
の
利
益
金
は
三
○
四
、
五
四
九
円
余
で
あ
り
、
同
年
前
期
の
利
益
金
六
○
四
、
三
七
九
円
余
に
比
し
半
減
し
て
い
る
。

い
ま
、
各
半
期
毎
の
利
益
金
を
、
そ
の
事
業
報
告
書
に
つ
い
て
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
円
以
下
切
捨
）
。



ま
ず
、
昭
和
二
十
三
年
以
後
一
一
一
年
間
の
事
業
報
告
書
か
ら
の
利
益
金
を
摘
録
す
る
（
円
以
下
切
捨
）
。

昭
和
二
十
一
一
一
年
前
期
五
、
七
八
八
、
九
一
一
二
円

昭
和
二
十
三
年
後
期
七
、
八
四
五
、
四
○
九
円

昭
和
一
一
十
四
年
前
期
八
、
四
八
二
、
四
○
二
円

二
昭
和
二
十
一
一
一
年
か
ら
の
成
長

1261

昭
和
二
十
年
前
期
六
○
四
、
三
七
九
円

昭
和
二
十
年
後
期
三
○
四
、
五
四
九
円

昭
和
一
一
十
一
年
前
期
五
○
八
、
四
四
三
円

昭
和
一
一
十
一
年
後
期
一
、
三
六
七
、
一
一
一
円

昭
和
二
十
二
年
前
期
一
、
一
一
八
、
九
五
五
円

昭
和
二
十
一
一
年
後
期
一
、
五
九
○
、
六
四
一
円

右
の
よ
う
に
利
益
金
は
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
の
金
融
緊
急
措
置
令
等
の
公
布
に
も
拘
わ
ら
ず
、
目
ざ
ま
し
い
伸
長
を
示
し
た
。

な
お
昭
和
一
一
十
一
年
八
月
十
日
、
企
業
再
建
整
備
法
施
行
に
伴
い
特
別
経
理
会
社
と
な
っ
た
が
、
当
時
戦
災
其
の
他
に
よ
る
特
別
損

失
金
は
約
六
○
○
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
保
険
差
益
金
の
留
保
と
積
立
金
と
を
以
て
全
額
補
填
し
、
同
年
十
一
月
七
日
特
別
経
理
会

社
除
外
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
当
社
の
内
容
が
極
め
て
堅
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。



1２６２

昭
和
一
一
十
四
年
後
期
一
○
、
一
九
五
、
三
○
一
円

昭
和
二
十
五
年
前
期
一
五
、
○
四
三
、
一
○
一
円

昭
和
二
十
五
年
後
期
一
一
五
、
八
五
二
、
四
○
八
円

昭
和
二
十
三
年
前
期
に
は
、
昭
和
二
十
二
年
後
期
の
約
四
倍
の
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
原
因
の
一
つ
は
昭
和
二
十
二
年

末
に
、
本
店
（
当
時
東
京
支
店
）
の
建
築
が
竣
功
し
て
京
橋
第
一
生
命
別
館
よ
り
移
転
し
、
売
場
面
積
が
広
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
時
本
社
も
江
戸
橋
一
一
一
ノ
ー
（
現
第
一
一
丸
善
ピ
ル
の
あ
る
と
こ
ろ
）
に
移
転
し
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
四
年
後
期
で
は
、
遂
に
一
、

○
○
○
万
円
余
の
大
台
に
達
し
、
同
一
一
十
五
年
後
期
に
は
一
一
、
五
八
五
万
円
余
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
額
は
戦
後
最
も
困

難
を
窮
め
た
昭
和
二
十
年
後
期
の
純
利
益
の
約
八
五
倍
に
当
っ
た
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
業
績
を
見
る
と
昭
和
十
八
年
後
期
の
純
益
六
四
五
、
一
○
七
円
が
最
多
純
益
金
額
で
あ
る
が
、
戦
後
イ
ン
フ

レ
で
貨
幣
価
値
が
下
落
し
て
い
る
と
し
て
も
、
昭
和
一
一
十
五
年
後
期
の
利
益
、
一
一
、
五
八
五
万
円
余
の
純
益
は
、
当
社
の
立
直
り
が
軌

道
に
の
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
こ
の
よ
う
な
経
過
に
つ
い
て
各
期
の
事
業
報
告
書
か
ら
商
況
の
経
過
を
辿
っ
て
見
よ
う
。

当
社
が
事
業
の
進
展
に
つ
い
て
、
と
に
か
く
、
そ
の
前
途
に
や
や
光
明
を
見
出
し
得
た
の
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
後
半
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
時
で
も
公
定
価
格
の
改
定
、
流
通
秩
序
の
確
立
等
イ
ン
フ
レ
防
止
政
策
も
あ
ま
り
効
果
を
示
さ
ず
、
物
価
は
な
お
連
続
的
に
漸
騰

し
て
見
通
し
は
必
ず
し
も
明
る
く
な
く
、
手
持
商
品
の
廻
転
で
や
っ
と
営
業
を
続
け
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
イ
ン
キ
部
門
で
は

漸
く
業
績
の
向
上
が
見
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
二
十
一
一
一
年
前
期
に
お
い
て
は
書
籍
、
文
具
、
洋
品
等
の
各
商
品
の
業
績
は
何
れ
も
急
激
に
上
昇
し
、
イ
ン
キ
・
万
年
筆

の
生
産
部
門
も
ま
た
相
当
の
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
、
結
果
と
し
て
右
記
の
よ
う
な
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
一
一
十
一
一
一
年
後
期
で
は
、
わ
が
国
の
経
済
は
文
字
通
り
の
麻
癖
状
態
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
り
を
見
せ
、
生
産
も
月
を
逐
っ
て
上
向

き
し
、
鉱
工
業
生
産
指
数
は
前
年
十
一
月
に
既
に
戦
前
の
六
割
台
に
達
し
、
実
質
賃
金
は
昭
和
一
一
十
二
年
中
に
約
六
割
方
上
昇
、
従
っ

て
国
民
の
生
活
水
準
も
漸
次
向
上
し
、
イ
ン
フ
レ
の
進
展
速
度
も
鈍
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
財
政
及
び
金
融
の
引
き
締
め
に

よ
っ
て
企
業
の
資
金
難
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
当
社
は
使
用
総
資
本
の
膨
張
を
抑
え
極
力
資
金
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
、
全
社
員
の

一
致
協
力
の
下
購
買
力
低
下
傾
向
の
裡
に
お
い
て
、
販
売
部
門
で
は
商
品
の
年
間
回
転
十
九
回
、
売
上
高
に
お
い
て
前
年
同
期
約
一
一
一
倍

に
躍
進
し
た
。
生
産
部
門
で
も
前
年
同
期
の
約
三
倍
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
四
年
前
期
は
、
い
わ
ゆ
る
経
済
安
定
九
原
則
の
具
体
化
の
影
響
、
米
国
景
気
の
後
退
、
ポ
ン
ド
貨
の
不
安
な
ど
海
外
経
済

の
変
調
の
影
響
も
あ
っ
て
、
本
格
的
な
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
販
売
部
門
で
は
四
月
の
売
上
高

に
お
い
て
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
一
月
を
除
い
て
は
戦
後
最
高
の
記
録
を
示
し
、
前
年
同
期
の
二
倍
の
成
績
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
、
株

主
配
当
も
従
来
年
一
割
で
あ
っ
た
の
を
五
分
増
配
し
て
年
一
割
五
分
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

昭
和
二
十
四
年
の
後
半
に
お
け
る
大
幅
な
経
済
統
制
の
撤
廃
、
巨
額
な
価
格
差
補
給
金
の
漸
次
消
滅
、
企
業
合
理
化
の
進
捗
な
ど
の

影
響
か
ら
安
定
恐
慌
の
様
相
が
著
し
く
、
文
字
通
り
自
由
競
争
の
時
代
に
入
っ
た
が
、
当
社
は
こ
れ
を
予
測
し
て
仕
入
商
品
の
厳
選
、

資
本
効
率
の
上
昇
等
、
事
業
の
健
全
性
の
確
保
に
意
を
用
い
る
一
方
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
洋
書
の
輸
入
増
加
等
情
勢
の
好
転
も
あ
っ

て
売
上
高
は
前
年
同
期
の
四
割
増
と
な
り
、
イ
ン
キ
及
び
万
年
筆
等
の
生
産
部
門
の
業
績
も
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
た
め
に
、
利
益
も



害
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
、

倍
の
増
加
を
見
、
和
幸

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
後
期
は
、
こ
の
年
六
月
二
十
五
日
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
の
影
響
を
受
け
特
需
及
び
輸
出
部
門
の
産
業
界
は
相
当
活

発
な
動
き
を
示
し
、
日
本
経
済
も
大
き
な
期
待
を
持
つ
に
至
っ
た
。
け
れ
ど
も
当
社
の
よ
う
に
輸
出
。
特
需
等
に
関
連
が
極
め
て
薄
く
、

商
品
仲
介
を
主
軸
と
す
る
店
で
あ
り
な
が
ら
百
貨
店
と
も
一
線
を
劃
し
て
い
る
形
態
の
企
業
で
あ
っ
て
は
、
直
ち
に
好
況
を
期
待
す
る

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、

増
加
を
見
、
和
書
、

計
算
機
等
の
輸
入
も
増
加
し
た
が
そ
の
要
求
も
大
き
く
、
こ
の
期
の
輸
入
量
は
昭
和
二
十
四
年
前
期
の
約
三

文
具
、
洋
品
類
の
需
要
も
前
年
同
期
の
約
三
割
増
の
成
績
を
得
て
、
利
益
は
遂
に
一
、
五
○
○
万
円
を
越
す

遂
に
一
、
○
○
○
万
円
を
超
過
し
、
株
主
配
当
も
年
一
割
六
分
、
半
期
八

ン
分
の
配
当
を
な
す
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
こ
の
年
十
二
月
輸
入
資
金
準

ヨ↓
備
の
た
め
前
述
の
通
り
増
資
し
た
。

レデ
昭
和
一
一
十
五
年
前
期
に
お
い
て
は
、
国
内
的
に
益
灸
官
庁
統
制
の
緩
和

．岬
撤
廃
が
進
み
、
各
種
公
団
の
閉
鎖
が
行
わ
れ
、
国
際
貿
易
の
面
に
お
い
て

本
輸
入
手
続
の
簡
易
化
、
フ
ロ
ア
。
プ
ラ
イ
ス
の
廃
止
、
民
間
の
自
由
貿
易

言
」癖
の
再
開
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
、
愈
女
自
由
競
争
の
時
代
が
再
現
さ
れ
た

５岬
が
、
半
面
で
は
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
浸
透
の
た
め
に
経
済
界
は
全
面
的
に
デ

矛昭

プ
レ
様
相
を
強
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
当
社
の
事
業
は
学
界
・
事
業
界
の

海
外
事
情
研
究
欲
が
極
め
て
盛
ん
な
た
め
に
、
概
ね
順
当
に
伸
び
た
。
洋
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Ｈ
東
京
支
店

こ
の
支
店
は
、
本
質
的
に
は
本
社
の
一
部
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
は
触
れ
な
い
が
、
た
ぜ
焼
け
残
っ
た
神
田
支
店
に
就
い
て
い
え

ば
、
和
・
洋
古
書
の
ほ
か
掃
除
道
具
そ
の
他
の
日
用
品
を
売
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
主
と
し
て
本
社
の
活
動
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
が
、
各
支
店
の
活
動
も
、
当
社
を
支
え
る
大
き
な
力
で
あ
る
。
｝
）
と

に
終
戦
直
後
の
混
沌
と
し
た
経
済
状
況
の
な
か
で
、
各
支
店
が
当
社
再
建
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
し
て
く
れ
た
。
以
下
、
若
干
の
挿
話

め
く
記
述
を
試
み
て
お
き
た
い
。
記
述
の
あ
る
な
し
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
事
情
は
各
支
店
の
共
通
し
て
嘗
め
た
労
苦
で
あ
る
こ
と

を
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

㈲
横
浜
支
店

㈲
名
古
屋
支
店

慶
応
義
塾
日
吉
校
舎
近
く
に
移
転
し
て
い
た
か
ら
営
業
規
模
も
小
さ
く
、
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

三
各
支
店
の
活
動
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こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
洋
書
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
計
算
機
等
の
輸
入
は
前
期
の
三
倍
近
く
に
達
し
、
和
書
、
文
具
の
成

紙
も
予
期
の
如
く
で
、
洋
品
類
は
統
制
の
撤
廃
に
よ
っ
て
漸
く
面
目
を
発
揮
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
キ
部
門
も
質
・
量
共
に
業

界
第
一
の
状
況
に
な
っ
て
、
売
上
金
額
は
前
期
に
比
し
て
四
割
を
増
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
よ
っ
て
収
益
率
は
前
期
に
比
し
て
七
割

増
と
な
り
、
増
資
払
込
後
の
資
本
に
対
し
て
も
年
一
割
六
分
の
配
当
を
行
い
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。



終
戦
直
後
の
衣
料
品
販
売
に
つ
い
て
は
特
記
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
書
籍
で
は
「
リ
ー
ダ
ー
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
の
輸
入
で
は
大

卿
大
阪
支
店
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焼
け
残
っ
た
名
古
屋
支
店
で
は
、
手
持
ち
の
販
売
品
が
僅
か
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
二
十
年
十
月
、
工
芸
美
術
品
の
委
託
販
売
を
行

っ
た
が
、
七
宝
焼
や
花
瓶
な
ど
相
当
高
価
な
も
の
が
売
れ
た
。
昭
和
一
一
十
一
年
一
月
に
は
、
進
駐
軍
の
便
宜
を
計
っ
て
広
小
路
の
三
菱

商
事
ピ
ル
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
指
定
店
約
一
一
○
店
が
出
店
し
て
、
Ｐ
Ｘ
と
し
て
米
軍
の
み
を
対
象
と
し
た
土
産
品
販
売
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
が
、
名
古
屋
支
店
も
そ
の
指
定
店
と
な
り
、
時
に
は
米
軍
キ
ャ
ン
プ
ま
で
出
張
し
て
土
産
品
販
売
を
行
っ
た
。
虎
や
富
士
や
竹
等
を

画
い
た
掛
軸
や
陶
器
類
、
絹
の
ハ
ン
カ
チ
等
が
よ
く
売
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
六
月
頃
に
は
進
駐
軍
が
減
少
し
た
た
め
こ
の
Ｐ
Ｘ
は

閉
鎖
さ
れ
た
。
当
支
店
の
本
拠
で
は
、
二
十
一
年
二
月
に
印
章
部
が
初
め
て
出
店
し
、
こ
の
年
の
う
ち
に
印
刷
、
眼
鏡
が
出
店
し
た
。

そ
の
後
、
薬
品
部
・
カ
メ
ラ
・
レ
コ
ー
ド
。
服
装
品
。
時
計
。
陶
芸
品
・
理
科
用
品
・
喫
茶
等
が
出
店
し
た
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
出
店

は
、
当
支
店
の
営
業
態
勢
の
回
復
（
商
品
調
達
方
法
の
打
開
・
人
員
復
帰
等
）
に
伴
い
、
漸
次
支
店
直
営
の
幅
を
拡
大
し
得
る
に
至
っ

た
た
め
、
一
方
で
は
出
店
者
側
が
自
家
の
店
舗
を
他
に
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
等
の
事
情
で
、
常
に
若
干
の
移
動
が
あ
っ
た
。

当
支
店
は
幾
分
戦
災
が
軽
か
っ
た
と
い
う
事
情
の
ほ
か
に
、
司
社
長
が
支
店
長
時
代
郷
土
文
化
の
質
の
向
上
に
意
を
注
ぎ
、
そ
の
発

展
を
支
援
し
て
き
た
こ
と
も
支
店
業
務
の
回
復
に
見
え
な
い
力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い
。

昭
和
二
十
三
年
に
、
名
古
屋
大
学
に
法
・
経
両
学
部
お
よ
び
文
学
部
が
増
設
さ
れ
、
文
字
通
り
の
綜
合
大
学
と
な
り
、
以
後
逐
次
教

育
学
部
の
増
設
な
ど
文
科
系
学
科
の
増
設
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
人
文
・
社
会
科
学
系
図
書
の
売
行
が
増
大
し
た
。
一
方
、
昭
和
一
一
十
五

年
の
朝
鮮
動
乱
に
よ
る
特
需
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
当
支
店
の
業
績
は
飛
躍
的
に
伸
長
し
た
。



戦
災
を
受
け
な
か
っ
た
京
都
支
店
は
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
一
日
に
建
て
ら
れ
た
地
下
一
階
・
地
上
二
階
延
面
積
一
、
四
一
二
・

八
六
平
方
メ
ー
ト
ル
（
四
二
八
。
一
一
一
一
八
坪
）
の
建
物
で
終
戦
を
迎
え
た
。
し
か
し
商
品
は
欠
乏
し
て
い
た
し
、
人
員
も
少
な
か
っ
た
。

戦
前
最
も
多
い
と
き
で
一
二
○
人
位
い
た
社
員
が
、
召
集
や
徴
用
で
終
戦
時
に
は
た
だ
の
一
八
人
、
そ
れ
も
男
四
人
、
女
一
四
人
と
い

う
構
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
男
子
社
員
は
燃
料
廠
の
文
献
収
集
と
い
う
名
目
で
、
召
集
や
徴
用
を
免
が
れ
た
の
で
、
無
給
で
判
任
官

蕊

阪
支
店
で
一
切
契
約
し
て
本
社
及
び
各
支
店
に
供
給
し
た
。
「
建
築
設
計
資
料
集

成
」
「
化
学
エ
学
便
覧
」
「
建
築
工
学
ポ
ヶ
ッ
ト
プ
ッ
ク
」
等
当
社
出
版
害
を
主
と

し
て
量
販
し
好
成
績
を
得
た
。

当
時
、
大
阪
支
店
配
下
に
あ
っ
た
神
戸
出
張
所
の
仮
営
業
所
で
は
、
南
方
占
領

地
向
け
書
籍
が
神
戸
埠
頭
の
倉
庫
に
滞
貨
し
て
い
た
の
で
、
日
本
出
版
配
給
会
社

か
ら
引
取
り
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
戦
後
書
籍
の
配
給
も
な
い
折
柄
と
て
面
白
い
程

売
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
、
米
国
第
八
軍
（
ア
イ
ヶ
ル
バ
ー
カ
ー
司
令
官
）

兵
姑
部
か
ら
、
封
筒
、
カ
ー
タ
ー
イ
ン
ク
小
瓶
及
び
食
料
品
と
し
て
ド
ー
ナ
ツ
用

ミ
ッ
ク
ス
パ
ウ
ダ
ー
等
の
大
量
放
出
物
資
を
落
札
し
た
。
国
内
物
資
の
欠
乏
の
折

で
も
あ
り
、
営
業
上
大
き
く
貢
献
し
た
。
時
あ
た
か
も
新
円
切
換
の
時
で
あ
っ
た
。

国
京
都
支
店

蔦

大阪支店店内（昭和23年９月撮影）
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戦
災
は
免
が
れ
た
と
い
っ
て
も
、
京
都
市
民
の
生
活
も
、
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
、
新
円
切
替
、
財
産
税
の
賦
課
等
で
、
筒
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
て
、
不
急
所
持
品
を
換
金
し
て
生
活
費
を
補
う
人
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
支
店
で
も
、
書
籍
や
工
芸
美
術
品
な
ど
の

委
託
販
売
を
行
っ
て
、
好
評
を
得
た
。
そ
の
期
間
は
昭
和
一
一
十
一
年
か
ら
一
一
十
一
一
一
年
末
ま
で
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
書
籍
の
う
ち
に
は
、

出
征
学
徒
愛
読
の
洋
書
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
洋
書
と
支
店
に
残
っ
た
僅
少
の
洋
書
が
、
当
時
扱
っ
た
外
国
書
で
あ
っ

た
０

待
遇
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

1268

そ
の
頃
の
様
子
を
、
永
く
当
支
店
に
勤
務
し
た
杉
井
勝
治
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
私
は
、
昭
和
一
一
十
年
十
月
に
復
員
し
た
の
で
す
が
、
マ
レ
ー
語
辞
典
や
南
方
資
源
経
済
総
覧
と
い
う
よ
う
な
本
が
何
百
冊
と
積

ん
で
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
敗
戦
で
全
く
無
価
値
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
も
っ
と
も
マ
レ
ー
語
辞
典
の
方
は
煙
草

の
手
巻
き
紙
に
売
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
…
…
も
う
一
つ
の
方
は
ザ
ラ
紙
で
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
製
紙
会
社
へ

ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
た
本
の
定
価
よ
り
高
く
売
れ
た
の
で
す
か
ら
、
物
価
の
急
騰
と
は
い
え
今
の
人
に
は
想
像

も
つ
か
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
大
版
の
本
で
、
紙
屑
と
し
て
売
っ
た
も
の
の
表
紙
を
和
裁
の
へ
ラ
台
に
し
て
儲
け
た
人

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
」
（
「
丸
善
ニ
ュ
ー
ス
」
一
九
六
三
年
九
月
発
行
第
一
一
六
号
一
六
頁
参
照
）

戦
争
中
、
英
。
仏
語
辞
書
の
イ
ン
デ
ィ
ァ
紙
が
煙
草
の
巻
紙
に
よ
い
と
使
わ
れ
て
い
る
話
を
聞
い
て
、
洋
書
を
扱
う
店
と
し
て
悲
し

い
思
い
を
し
た
も
の
だ
が
、
終
戦
直
後
は
、
そ
れ
が
逆
に
な
っ
た
次
第
で
、
急
刷
の
安
直
な
辞
書
で
さ
え
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
と
に
か
く
窮
乏
と
混
乱
の
一
つ
の
姿
で
あ
る
。
京
都
に
限
っ
た
こ
と
で
も
な
い
が
。



京
都
が
平
静
を
回
復
し
か
け
た
の
は
昭
和
一
一
十
二
年
に
入
っ
て
か
ら
か
、
こ
の
年
四
月
に
入
社
し
た
一
社
員
は
、
「
よ
う
や
く
官
庁

や
会
社
が
仕
事
を
始
め
、
物
さ
え
あ
れ
ば
売
れ
る
と
い
っ
た
時
代
」
（
前
掲
書
）
で
あ
っ
た
と
語
り
、
ま
た
一
社
員
は
「
中
学
や
高
校

の
教
科
書
が
、
ボ
ー
ゲ
ン
（
刷
本
の
ま
ま
）
で
入
っ
て
き
て
折
り
畳
ん
で
販
売
す
る
の
に
は
弱
り
ま
し
た
。
自
転
車
も
な
く
、
大
風
呂

敷
で
背
負
っ
て
配
達
し
た
も
の
で
す
」
と
述
ぺ
て
い
る
。

洋
書
が
支
店
へ
入
荷
し
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
で
、
京
都
支
店
へ
も
○
○
口
（
弓
彦
の
。
ｇ
ｏ
勝
①
○
胤
○
己
目
昌
○
目
ｑ
Ｏ
冷
○
巨
角
①
貝

両
侭
房
ｇ
が
予
想
の
ほ
か
多
く
入
っ
た
。
し
か
も
包
装
に
追
わ
れ
る
ほ
ど
客
が
殺
到
し
た
こ
と
は
、
い
ま
も
当
支
店
の
語
り
草
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
的
に
輸
入
洋
書
は
建
設
。
工
学
系
が
多
く
、
京
都
の
よ
う
に
文
科
系
図
書
の
需
要
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
容

易
に
顧
客
の
希
望
が
満
た
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
次
第
に
緩
和
さ
れ
、
語
学
関
係
の
洋
書
の
入
荷
が
増
加
し
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
売
れ
る
も
の
な
ら
何
で
も
と
、
お
椀
、
杓
文
字
、
火
鉢
、
火
筈
、
糊
、
紙
、
草
履
、
下
駄
、
何
で
も
並
べ
た
と
い
う
。

「
週
刊
朝
日
」
が
、
唯
一
の
新
刊
書
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
。
や
が
て
仙
花
紙
の
．
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
わ
れ
は
じ
め
、
米
会
話
の
本
な

個
仙
台
支
店

㈲
福
岡
支
店
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福
岡
支
店
で
は
盛
ん
に
古
書
を
集
め
て
即
売
会
を
開
い
た
。
そ
の
配
下
の
長
崎
出
張
所
は
、
爆
心
地
を
離
れ
て
い
た
の
で
損
害
は
割

合
に
軽
微
で
あ
っ
た
が
、
品
不
足
は
、
他
の
支
店
と
等
し
か
っ
た
。
鍋
、
茶
碗
、
帯
、
箸
、
貝
杓
子
等
も
売
っ
た
と
い
う
。
書
籍
で
は

辞
書
が
残
っ
て
い
て
そ
れ
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
と
い
い
、
「
文
婆
春
秋
」
「
リ
ー
ダ
ー
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
、
「
岩
波
文
庫
」
な
ど
が

よ
く
売
れ
た
と
い
う
。
洋
書
は
全
然
入
荷
せ
ず
、
そ
の
代
り
に
洋
書
の
古
本
が
よ
く
売
れ
た
。



ど
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
有
名
出
版
社
の
新
刊
書
発
売
日
な
ど
、
こ
こ
で
も
徹
夜
も
辞
さ
な
い
と
い
う
客
の
長
蛇
の
列
が
で
き
た
と

ゆ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
東
京
も
地
方
も
差
は
な
く
、
各
支
店
共
通
の
現
象
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
六
月
に
は
、
古
書
即
売
展
を
催
し
て
好
評
を
得
た
。
同
じ
年
の
九
月
以
降
、
衣
料
切
符
の
登
録
制
が
実
施
さ
れ
た
時

に
は
、
主
と
し
て
戦
前
の
顧
客
及
び
大
学
・
会
社
・
商
店
等
の
協
力
を
得
て
、
東
北
地
方
第
一
一
位
の
登
録
を
漉
得
、
指
定
商
品
の
確

味
。
配
給
に
社
員
一
丸
で
努
力
し
た
。

戦
災
は
免
が
れ
な
が
ら
、
支
店
ビ
ル
を
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
二
十
年
十
一
一
月
半
ば
ま
で
営
業
休
止
の
状
態
が
続
い
た
。

そ
れ
か
ら
の
状
況
は
他
の
支
店
と
同
じ
よ
う
で
、
有
名
出
版
社
の
新
刊
害
や
「
リ
ー
ダ
ー
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
の
売
出
し
の
時
は
、

開
店
前
か
ら
長
い
列
が
で
き
た
な
ど
も
同
様
で
あ
っ
た
。

店
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保
。
配
給
に
社
員
一

㈹
札
幌
支




